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横浜市立並木中学校 

令和 5 年 6 月 26 日発行 

発行者 校長 土信田園子 

住所 金沢区並木 3-4-1 

電話 045(783)5805 

躍動する心              

副校長 西田 いずみ  
 並木中学校に今年度４月に着任いたしました副校長の西田いずみです。どうぞよろしくお願

いいたします。着任をして学区を歩いてみると、文字通り「並木」が美しいことにまず、心が動

きました。街並みは、ゆとりある空間と緑を生かしたデザインで美しく整備されています。遠

くに海が見えるだけで、ワクワクして横浜市歌の歌詞が身近になりました。「富士山が見える！」

「リスに出会った！」と日々の小さな出来事や発見も、うれしく感じます。空を見上げると、ひ

ときわ空の広さを感じます。前途洋々な可能性を秘めている中学生のみなさんのようで、力が

湧いてきます。心が躍る喜びに満ちた、活力が湧いてくるスタートを並木中学校ではじめるこ

とができたことに感謝をしております。 

生徒のみなさんが心躍らせワクワクして「躍動」する姿にも、たくさん出会いました。生徒会

スローガンが「挑戦」に決まった生徒総会。スローガンに込めたチーム並木の要となれという

想いに、なるほどと思いました。各委員会の活動目標や学級旗の発表、工夫した答弁にも、みな

さんの心の躍動を感じました。今後の生徒会活動が楽しみです。 

東京ドームシティの校外学習では、２年生と一緒に行動しました。朝の東京駅集合で見せた

緊張した表情。ジェットコースターなどアトラクションの裏側やスタッフの仕事に興味をもっ

て話を聞く姿勢。目を輝かせて心が躍動している瞬間は、学びが深まっていると思いました。

そうしたみなさんの躍動した心が、行動の変容につながり、成長につながっていると感じてい

ます。今回の学びが、修学旅行につながっていくことも楽しみです。 

これから予定されている 7 月の三者面談では、ぜひ一人ひとりの「躍動した心」や「成長し

た姿」をポイントに、前向きな今後の成長につながるお話ができることを期待しています。 

地域の皆さまとお顔を合わせる機会も何度かありました。そのたびごとに学ぶことが多く、

地域の教育力を感じました。学校の周囲を彩るたくさんの紫陽花も、永年の地域の方々の丹精

の賜物とうかがいました。たくさんの方々の想いや時の重みを感じます。ありがとうございま

す。夏の地域行事でも、7 月 22 日（土）柴マリン、7 月 29 日（土）30 日（日）サマーフェス

タなど、子ども達の心躍る瞬間がたくさんあることでしょう。地域で育つ中学生の成長する姿

にも、期待しています。 

地域の皆さま、保護者の皆さまには、引き続きチーム並木の強力

なサポーターにとしてのご支援ご協力をどうぞよろしくお願いい

たします。 

学校だよりを掲示している本校正門前の掲示板も新しくなりま

した。コルクボード仕様のモダンなデザインです。HP 同様、ぜひ

ご覧ください。 

小中ブロック校 共通スローガン 

       あいさつで 心豊かな 一日を 
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◆3 学年 修学旅行◆ 

 「YellowMountain～笑顔の花を咲かせよう～」のスローガンのもと、５月２７日～２９日の

２泊３日で並木中学校では初となる、石川県への修学旅行に行ってきました。能登地方の地震

もあり、直前で行先や行程の大きな変更がありましたが、おおむね予定していた活動を行うこ

とができました。 

一日目は小松市の木場潟公園東園地で里山再生と再生可能エネルギーについて学習しました。

薪割りやトマトの収穫体験を通して、１年生から学習してきた SDGs についての学びを深めま

した。二日目は金沢市へ移動し、金沢２１世紀美術館で近代アートを鑑賞しました。千里浜な

ぎさドライブウェイでは砂浜をバスで走ったり、物産館では伝統工芸の金箔貼りをしたりと、

金沢ならではの貴重な体験に生徒たちは目を輝かせながら活動していました。三日目はボラン

ティアガイドのまいどさんと一緒に金沢市内の班別自主学習を行いました。事前に立てた計画

をもとに班のメンバーで協力し、施設の見学やまいどさんへインタビューを行いました。まい

どさんの丁寧で豊富な知識による説明もあり、充実した班別市内学習を進めることができまし

た。３日間、たくさんの笑顔と真剣な眼差しがあふれる修学旅行となりました。この経験を今

後の事後学習でのまとめやこれからの進路へ役立てていってほしいと思います。 

                        (３年修学旅行担当教諭 南部智恵子) 

 

 

 

 

 今年度から、並木中学校の修学旅行は長崎県から石川県に変わりました。石川県に初上陸！ということもあっ

て事前学習の時間から横浜と石川県（金沢市）の違いについて課題を設定し、熱心に調べてきました。当日はボ

ランティアガイドのまいどさんに、金沢の伝統的な建物のつくりや町並みの景観を保つための努力など、金沢の

様々なことについて教えていただきました。教えていただいたことを事後学習に生かしていきたいです。 

 また、実行委員としては２年生の頃からルールを決めたり、スローガンの話し合いを進めたりしてきました。実行

委員がみんなをまとめる機会も多く、うまくいかないことも場面もありましたが学級委員と協力して修学旅行をス

ムーズに運営できてよかったです。今回の修学旅行を通して、学年の絆がさらに深まり、一人ひとりが成長したと

感じています。残り少ない中学校生活の中で、この経験を活かし、学年全体でさらに成長していきたいと思います。 

          修学旅行実行委員長  3年 1組  

 

◆１年 環境学習 出前授業◆ 

５月２９日（月）、横浜市資源循環局金沢事務所の皆様にご協力をいただき、１年生を対象と

した環境学習を実施しました。１年生は総合の時間に SDGｓをテーマに学習を進めており、そ

の一環としてご講演していただきました。 

日頃から環境問題の最前線で活躍されている皆様から、持続可能な社会の実現のために必要

な具体策やアイデアをたくさん教えていただきました。豊富な資料を活用したスライドや生徒

の声に寄り添ってサポートしてくださる姿勢が、充実した学びにつながりました。この講演を



3 

 

通して、環境問題に関する知識や理解を深めることができたと振り返っています。横浜市資源

循環局金沢事務所の皆様、貴重な機会を賜り、誠にありがとうございます。 

                    (1 学年 並木中の時間担当教諭 藤野 泰彦) 

～生徒の感想～ 

・今日は資源循環局の職員の方の話を聞いて、食品ロスや海洋プラスチックのせいで生き物が死んでしまっ

たりしていて驚いた。これからの自分ができることは、マイボトルやマイバッグを使って生活することです。 

・１日焼却場で８００トンもゴミを燃やしていることが分かった。災害などの出勤が困難なときにも出勤しなく

てはいけないのが大変だと思った。今日からは分別をしっかりとして、マイバッグやマイボトルを持って環境に

良いことをしたい。 

 

 

◆2 学年 東京校外学習◆ 

5 月 26 日（金）、2 年生は東京校外学習に行ってきました。 

早朝の出発や、混雑した駅内での乗り換えなど、はじめての経験

でうまくできるか心配をしていましたが、大きなトラブルはなく、

無事に活動を終えることができました。天候にも恵まれ、子ども

たちは時間を持て余すことなく東京

ドームシティ内のアトラクションや飲食を満喫していました。開園

前には、「なるほど!?プラン」に参加させていただき、ジェットコー

スターが動く仕組みや、お客様が楽しく安全に過ごせるために行っ

ている工夫等について、スタッフの方にご紹介いただきました。質

問コーナーで多くの手が挙がり、大いに盛り上がっていたことが印

象に残っています。 

校外学習の翌週に行った道徳の授業では、校外学習の中で発見した友達のよいところについ 

て話し合いました。具体的なシチュエーションを挙げながら、恥ずかしがらずに友達に感謝の

思いを伝えている姿が多くみられてうれしく思いました。また、校外学習のふりかえりの記述

でも、「普段あまり話さない人とも仲良くなれた」という感想があがるなど、絆を深めるよい機

会となったと思います。今回の校外学習の経験をいかして、今後の学校生活に生かしてほしい

と思います。                   (2 学年 校外学習担当教諭 坂浦 颯) 

 

 

～紫陽花学園～草刈り～ 

６月１６日(金)に１年生の道徳の時間で紫陽花学園の活動を行

いました。第１回目の活動では、紫陽花周辺の草刈りをしました。

１年生は初めての紫陽花学園でしたが、生徒一人ひとりが主体的

に関わり、仲間と協力しながら一生懸命に取り組んでいました。今

年も並木中学校の周りには色とりどりの紫陽花が花を咲かせてい

ます。２００３年から始まったこの活動は、今年で２０年目を迎え

ました。地域の方々と協力して進めてきた活動が実を結び、今や並

木中のシンボルとして見事に咲き誇っています。 

(紫陽花学園担当教諭 藤野 泰彦) 
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並木中ブロック学校・家庭・地域連携事業実行委員会より 

学校・家庭・地域連携事業実行委員会（以下、学家地連）とは、 

並木中学校区（並木中、並木第四小、並木中央小）の教職員、保護者、区役所や警察などの関係機関、各町内の

自治会長、地区の民生委員、保護司、少年補導員などにより構成され、並木中学校区内の学校・家庭・地域が連携

し、それぞれがもつ教育機能を発揮することにより、次代を担う児童生徒が、自立心を持ち、人間性豊かに育つことを

目的としています。 

今年度は、６月３日(土)に学家地連の総会を実施し、今年度の事業計画が承認

されました。今年度の活動は、７月～９月は各地域の祭礼行事の巡回、１０月末に

地区懇談会、翌年１月～３月までに各小学校による植栽活動を実施予定です。また、

それ以外にも学校で行われるさまざまな行事に参加して頂き、児童生徒の取組を

共有していきたいと考えています。6月 1２日（月）には、NTTドコモ『スマホケータ

イ安全教室』を、中学校１・２年生とその保護者や学家地連関係者の方に参加して

頂くという形で実施しました。当日は、GoogleMeet を利用して、講師の方にオン

ライン上で講演をして頂きました。講演の中では、生徒たちが自分の考えを他者と共有する時間もあり、他者の考え

を聴くことで自分たちのケータイの使い方について改めて考える良い機会となったようです。また、地域や保護者の

方々とも生徒たちの身近な問題について情報を共有することができました。今後も学校と家庭、地域が連携して、生

徒の健全育成に努めていきます。             学校・家庭・地域連携事業実行委員会 書記 (小山 慎二教諭) 

☆ 7 月の予定 ☆ 

日 曜 行事 日 曜 行事
1 土 17 月 海の日

2 日 18 火 3年卒アル用学級集合写真撮影

3 月 2年食育教室　　3年紫陽花学園 19 水 ⑤⑥大掃除

4 火 部活動後下校14:50　 三者面談 20 木 全校・学年集会　15時下校

5 水 21 金 夏季休業(7/21～8/26)

6 木 22 土 柴マリンフェス

7 金                        　SC 23 日
8 土 24 月
9 日 25 火
10 月 3年卒アル用写真撮影 26 水
11 火 27 木
12 水 一斉下校　　14:50 28 金
13 木 一斉下校　　14:50 29 土 サマーフェスタ

14 金                        　SC 30 日 サマーフェスタ

15 土 31 月

16 日 下校完了　18時  

～保護者の皆さまへ～ 

 ・紫陽花学園の花がら摘みを 7 月 3 日(月)14:05～より開催予定です。(雨天の場合翌日実施)

参加を希望される方は、(783)-5805 まで、ご連絡をお願いいたします。 

・本校の夏季休業中の閉庁期間は、8/10(木)～16(水)になります。 

・生徒の学割等の申請は 7/19(水)までにお願いいたします。 

(夏季休業中に、JR を利用して 100 ㎞を超える区間を乗車した場合に、運賃が割引されます。) 

 ・「夏休みの学習会」を今年度も予定しております。詳細は後日お知らせいたします。 


